
●
６
月
５
日
㈰
「
一
瞬
の
美
に
魅
せ

ら
れ
て
」
野
村
陽
一
氏
（
花
火
師
）

野
村
氏
は
、
全
国
の

花
火
大
会
で
賞
を
総

な
め
に
し
た
花
火
師

で
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
受
賞
は
10

回
を
数
え
ま
す
。
上
空
で
開
い
て
か

ら
燃
え
尽
き
る
ま
で
、
わ
ず
か
５
秒

の
「
光
の
芸
術
」。
創
意
工
夫
で
理

想
の
花
火
づ
く
り
に
挑
み
、
新
作
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
は
多

い
。
華
麗
な
作
品
は
ビ
ー
ル
会
社
の

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
も
「
出
演
」

し
話
題
に
。
１
９
５
０
年
水
戸
市
生

ま
れ
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
家
業
の

花
火
師
と
し
て
修
業
を
積
ま
れ
ま
し

た
。

●
７
月
２
日
㈯
「
夢
の
『
青
い
バ
ラ
』

の
開
発
」　
田
中
良
和
氏
（
サ
ン
ト

リ
ー
植
物
科
学
研
究
所
長
）

田
中
氏
は
、
自
然
界

の
バ
ラ
に
存
在
し
な

か
っ
た
青
色
の
色
素

を
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
14
年
の

歳
月
を
か
け
て
作
り
、
世
界
中
の
花

愛
好
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
権
威
あ

る
「
農
学
賞
」（
２
０
０
９
年
）、「
全

国
発
明
表
彰
発
明
賞
」（
２
０
１
０

年
）
を
は
じ
め
、
16
に
お
よ
ぶ
賞
を

受
け
、
わ
が
国
の
高
い
技
術
力
を
示

し
ま
し
た
。
花
言
葉
は「
夢
か
な
う
」。

研
究
の
傍
ら
、
大
阪
大
学
、
神
戸
大

学
、
福
山
大
学
な
ど
の
客
員
教
授
、

非
常
勤
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

●
７
月
10
日
㈰
「
日
本
庭
園
と
そ
の

心
」　
北
山
安
夫
氏
（
庭
師
）

１
９
４
９
年
京
都
生

ま
れ
の
北
山
氏
は
、

学
生
時
代
は
野
球
部

で
活
躍
。
石
材
を
扱
っ
て
い
た
家
業

の
縁
で
京
都
の
庭
師
に
師
事
、
26
歳

で
独
立
。
高
台
寺
、建
仁
寺（
潮
音
庭
）

を
は
じ
め
各
地
で
庭
園
の
作
庭
、
修

復
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
南
ア

フ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
な
ど
海
外
で
も
日
本
庭
園
づ
く

り
を
手
が
け
、
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。「
石
組
み
の
名
人
」
と
い

わ
れ
、「
感
動
す
る
庭
、
力
が
わ
い

て
く
る
庭
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

先
人
の
技
を
発
展
さ
せ
た
匠
た
ち

先
人
の
技
を
発
展
さ
せ
た
匠
た
ち

「オンリー１」の
新たな魅力

文化フォーラム　カルチャー・スコール　　　第2回「匠の技」

講
演
会
場
は
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
。
入
場
無
料
。
午
後
１
時
か
ら
入
場
整
理
券
を
会
場
で
配

り
ま
す
。
南
海
電
鉄
後
援
。
問
合　

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

写
真
／
野
村
氏
の
打
ち
上
げ
た
究
極
の
花
火
「
五
重
芯
」 講演会場

など

６～７月のカルチャー・スコールのテーマは、「匠の技～先人の技を発展させた人たち」（３
回）。先人から受け継いだ技に、磨き抜かれた職人芸や先端科学の光を当て、「オンリー１」
の新たな魅力を生み出した３人の匠をお招きし、その技について語っていただきます。

平和への願いを込めた
オリジナルのうちわを作ってみませんか？

　市では、広く市民の皆さんに平和の尊さを理解していた
だくために、平和への思いを乗せたうちわなどを展示する
「平和メッセージ展」を7月に開催します。
　ついては、この平和メッセージ展で展示する皆さんのう
ちわ作品を募集しています。
平和メッセージ展会期　7 月 8 日㈮～12 日㈫　※土・日
曜日も開催。ご応募いただいた作品すべてを展示
募集作品　「平和への願い」をテーマとしたイラストを描
いたうちわ。使用する画材、表現方法は自由　※うちわ配
布場所は下記「応募方法」参照
応募方法　秘書広報課、または公民館、図書館、勤労青少
年ホーム、織編館など公共施設に備え付けの応募用のうち
わに絵を描き、前記の各施設へ提出（応募作品は、後日記

念品とともに返却）
締切　6月 17日㈮まで
問合　秘書広報課（市役所4階）
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理をさ尊の和平にんさ皆の民市

和平
　

　

　 　

　
　

　

　
　 報広書秘合問
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た

い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て
の

援
助
を
行
い
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
会
員
と
な
っ
て
地
域
の
子
育
て
を

支
援
す
る
会
員
組
織
で
す
。

　
仕
事
や
用
事
な
ど
で
子
育
て
に

困
っ
た
と
き
、
ま
た
、
保
育
所
、
学

校
な
ど
の
開
始
前
や
終
了
後
に
子
ど

も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
き
、
子
育

て
を
離
れ
て
ス
ポ
ー
ツ
や
買
い
も
の

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
支
え
合
っ
て

い
ま
す
。

　
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
登

録
を
希
望
す
る
人
は
上
表
の
講
習
会

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現

会
員
さ
ん
も
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」

と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
し
た
ら
単
発

の
受
講
も
可
能
で
す
。

講
習
会
に
つ
い
て

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　（
東

雲
町
９
ー
15
　※

市
役
所
北
隣
）

申
込
　
６
月
15
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
、
い
ず
み
お

お
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン

タ
ー
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

電
話
申
し
込
み
可

　
な
お
、「
提
供
会
員
」
お
よ
び
「
両

方
会
員
」
の
講
習
に
つ
い
て
は
、
受

講
者
が
10
人
未
満
の
場
合
は
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

講
習
中
、
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
事
前
申
し
込
み
を
。

会
員
の
種
類

①
依
頼
会
員
（
子
育
て
の
援
助
を
受

け
た
い
人
）…

原
則
と
し
て
市
内
在

住
で
、
生
後
３
か
月
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
人

で
、
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
会

（
２
時
間
程
度
）
を
修
了
し
た
人

②
提
供
会
員
（
子
育
て
の
援
助
を
行

い
た
い
人
）…

市
内
お
よ
び
本
市
に

隣
接
す
る
市
・
町
に
在
住
し
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で
き
る

心
身
と
も
に
健
康
な
65
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
人
で
、
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

講
習
会
（
８
時
間
程
度
）
を
修
了
し

た
人
。
な
お
資
格
・
性
別
は
不
問

③
両
方
会
員…

依
頼
会
員
と
提
供
会

員
を
兼
ね
る
人

ご
利
用
に
つ
い
て

料
金
　 

１
時
間
７
０
０
円
（
平
日
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
も
原
則
と
し

て
、
午
前
７
時
〜
午
後
９
時
）

　
援
助
活
動
終
了
後
、
依
頼
会
員
が

提
供
会
員
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

問
合
　
い
ず
み
お
お
つ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎

22
・
４
１
５
２
）※

開
所
時
間
　
月

〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
！

募集！

仕
事
な
ど
で
子
育
て
に
困
っ
た
と
き…

地
域
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
？ 

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
、
援
助
し
た
い
人
が
支
え
合
っ
て
い
ま
す

６月20日㈪
午前９時30分～11時30分

６月21日㈫
午前９時30分～11時30分

６月22日㈬
午前9時30分～正午

６月19日㈰
午前９時30分～11時30分

依頼会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員
提供会員
両方会員

保育のあり方
あそび方について
子どもの発達と心理
子どもの虐待について
緊急時の対応と処置

事故予防と子どもの病気について

ファミリー・サポート・センターの
しくみについて

日　程 内　容対象会員

■ ファミリー･サポート･センター実施の講習会日程表

幼稚園は、子どもがはじめて出会う学校です。
子どもはさまざまな遊びを通して…
人とかかわれるようになります。
言葉が豊かになります。

いろいろな表現を楽しむことができるようになります。
そして、感性が豊かになり、これらのことは
小学校以降の学習の基盤となります。

　平成24年度の市立幼稚園の新入園児を募集します。
満３・４歳児がいるご家庭には、市から６月中旬ごろに入
園についてのご案内などを記したはがきを送付します。は
がきが届いていない場合は幼稚園にお問い合わせください。
 募集の詳細
●３歳児…市内在住の満３歳児（平成 20 年４月２日～ 21
年４月１日生まれ）
入園申込用紙交付　８月 26 日㈮　午後１時～４時に各幼
稚園へ
申込受付　９月２日㈮　午後１時～４時に各幼稚園へ
募集人員　48人（24人２クラス）
※募集定員超過の場合、９月７日㈬に抽選で決定。
入園願書受付　９月８日㈭、９日㈮　午後２時～４時30分

●４・５歳児…市内在住の満４歳児（平成 19 年４月２日
～ 20 年４月１日生まれ）、市内在住の満５歳児（平成 18
年４月２日～19年４月１日生まれ）
入園願書交付　９月２日㈮　午後１時～４時に各幼稚園へ
入園願書受付　　９月８日
㈭、９日㈮　午後２時～４
時30分
（通園区は各小学校と同じ）
問合　指導課（市役所３階）
または各幼稚園へ

程
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閲覧に係る住民の範囲

平成5年4月2日～平成6年4月1日までに生まれた者（市内全域）

閲覧年月日

平成23年2月17、22、23、２4日

請求事由の概要

自衛官募集に伴う広報

国または地方公共
団体の機関の名称

防衛省

閲覧事由（利用目的）の概要

生活意識に関するアンケート調査の対象者抽出
（委託者：日本銀行　情報サービス局）
労働者の国際移動に関する世論調査の対象者抽出　
（委託者：内閣府大臣官房政府広報室）
青少年のインターネット利用環境実態調査の対象者
抽出（委託者：内閣府子ども若者・子育て施策総合
推進室）
介護保険制度に関する世論調査の対象者抽出（委託
者：内閣府大臣官房政府広報室）　
科学技術の発達・電気と私たちの暮らしの意識調査
の対象者抽出（委託者：学校法人　北陸学院）
メディアに関する全国世論調査の実施のための対象
者抽出（委託者：公益財団法人　新聞通信調査会）
年金積立金の運用に関する世論調査の対象者抽出　
（委託者：内閣府大臣官房政府広報室）
成人の喫煙に関する全国調査の実施のための対象者
抽出（委託者：国立大学法人　鳥取大学）
消費動向調査　（全国、月次）（委託者：内閣府経済
社会総合研究所）
生活意識に関する調査　（ＮＨＫ放送文化研究所委託
の「ことばのゆれに関する調査」　「日本人とメディ
アに関する調査」　「メディア接触についての調査」
の３者３調査で構成）実施のための対象者抽出（委
託者：ＮＨＫ放送文化研究所）
日本たばこ産業株式会社が実施する 2011 年「全国
たばこ喫煙者率調査」の対象者抽出のため（委託者：
日本たばこ産業株式会社）

閲覧に係る住民の範囲

松之浜町１丁目、２丁目
満 20歳以上の男女個人　15件

なぎさ町　満 20歳以上の男女個人　14件

千原町１丁目　10～ 17歳の男女個人　１地点　20件　　

池浦町３丁目、５丁目
満 20歳以上の男女　平成２年８月 31日生まれまで　16件

松之浜町１丁目　18～ 79歳の男女　20件　

池浦町３丁目、５丁目
満 20歳以上の男女（平成２年９月 30日生まれまで）　14件

田中町、若宮町
満 20歳以上の男女　（平成２年 10月末日生まれまで）　12件

松之浜町２丁目　単身世帯の世帯主　35件

東助松町１丁目
20歳以上　（平成２年 12月末日まで生まれ）の男女　20件

要池住宅
大正 10年５月１日～平成３年４月 30日生まれの男女　20件

池浦町３丁目　
満18歳以上（平成４年９月末日生まれまで）の男女個人　20件

閲覧年月日

平成 22年 6月 8日

平成 22年 6月 22日

平成 22年 7月 28日

平成 22年 8月 25日

平成 22年 9月 21日

平成 22年 9月 30日

平成 22年 10月 6日

平成22年10月19日

平成22年11月25日

平成22年12月22日

平成23年1月27日

閲覧者氏名
（法人の場合は名称及び
代表者または管理者名）
㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博
㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

㈱ＲＪＣリサーチ
調査業務本部長　久野和英

社団法人　輿論科学協会
理事長　金森靱彦
社団法人　中央調査社
会長　中田正博

社団法人　中央調査社
会長　中田正博

社団法人　中央調査社
会長　中田正博

㈱ビデオリサーチ
代表取締役社長　若杉五馬

社団法人　新情報センター
事務局長　平谷伸次

住民基本台帳の閲覧状況を公表します

■住民基本台帳の閲覧状況（法施行期日平成 22年 4月 1日以降閲覧したもの）

　住民基本台帳法第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第３条の規定
に基づき、公表します。　平成22年度の住民基本台帳の閲覧は12件でした。内容については次のとおりです。　問合　市民課（市役所1階４番窓口）

10

火葬場
市営葬儀料金市営葬儀料金

「ゆうしお」
  運用開始！

6/1

などが決まりました

火葬場運営についての取り決め

火葬場 ■市営葬儀と民間葬儀の出棺時間、および骨揚げ時間

■ 市営葬儀使用料 ■ 火葬料金

●火葬は、基本的に一日４件とするが、追加で
市営葬儀枠を一日１件入れることができる

●市営葬儀と民間葬儀の枠を設けない
●市営葬儀および民間葬儀枠は一日４件とする。
ただし、市営葬儀および民間葬儀枠の４枠が
すべて埋まり、かつ告別式の前々日の午後５
時までに市営葬儀の申し込みがあった場合は、
残った１枠、もしくは右表の「市営葬儀の特
別枠」の出棺で市営葬儀枠に限り１枠入れる
ことができる

問合　市民課（市役所１階４番窓口）

死亡者が市民以外の市営葬儀、火葬料金は
別に定めています。詳しくは市民課へ。

ご
注
意

表内「使用料」には火葬料金
は含まれていません ※1…他の犬・ねこなどと合同で火葬します

※2…1体で火葬します

　

　

　

種別

もみじ 死体　1体

2万円

れんげ

ゆり

人別
大人
小人
大人
小人
大人
小人

使用料
８万円
７万円
３万円
２万円
１万円
8,000円

区 分

死胎　１体
手術肢体など

人 別
大人
小人

複数火葬 ※1
単体火葬 ※2
（骨揚げ可）

使用料
２万円

１万5,000円
3,000円
3,000円
3,000円

上記の骨揚げ時間は、火入れ時間を出棺時間の15分後と想定し、時間設定しています

正午
午後１時
午後２時
午後３時
午後４時

骨揚げ時間 骨揚げ時間市営葬儀の
特別出棺枠

市営葬儀および
民間葬儀の出棺時間
～午前10時
～午前11時
～正午
～午後１時
～午後２時

～午前10時30分

～午後2時30分

午後０時30分

午後４時30分

火火火
1
火
1
葬葬

市営葬儀
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いなけ設を枠の儀葬
るきでがとこるれ入件１日

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

都

円000,8
円万１
円万２
円万３

人小
人大
人小
人大

りゆ

げんれ

の間時のげ揚骨ので場葬火
の）どなこね、犬（トッペ
い

んせまいてれま含は
金料葬火はに」料用使「内表

つに葬火のトッペ

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 
げ可）

せ

）可げ揚骨（
2※葬火体単
1※葬火数複

る限にのも
たし生発で内市（
どなこね・犬
どな体肢術手
体１胎死

わ合い問おに前事ずず必上合都
）可げ揚骨（葬火体単、で葬火の
合

すまし葬火で体1…2※
とどなこね・犬の他…1※

い問に前事は葬火体単…てい

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

い

円000,3
円000,3
円000,3

2
1

円万2

さだく
、は人るす望希を

！

すまし葬火で同合と

をせわ合

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

い意
注
ご

てめ定に別
民市が者亡死

役市（課民市合問

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

。へ課民市はくし詳。すまい
は金料葬火、儀葬営市の外以民

）口窓番４階１所役

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

所役市（課境環活生合問
、解理ご。んせまきではとこ
てし送搬へ場葬火接直が主
ッペるす葬火体単、たま
都の間時のげ揚骨ので場葬火

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

）へ口窓番３階１
。すましたいい願おを力協ご、
所役市。すまりなととこくだたいて
終がき続手の葬火で所役市、はト
せわ合い問おに前事ずず必、上合都

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

るすりか預おで所
い飼、後たし了終

。いさだく

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

  

  

　
　

　

　

　

 

　

 

 
 

男女がともに 
自分らしく生きられるように… 

 コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が 

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。 

考えよう・人権

ひと 

共同  
参画  
きょうどうさんかく

10
秒
子
育
て
〜
「
身
近

な
子
育
て
応
援
」
活
動

育
て
の
体
験
談

を
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
た
ち

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
自
転
車
に
乗
せ

よ
う
と
し
て
い
た
ら
、
手
を

貸
し
て
く
れ
た
。

雨
の
日
に
傘
を
さ
せ
ず
に

い
る
と
、
自
動
車
ま
で
傘
を

さ
し
て
く
れ
た
。

泣
い
て
い
る
子
ど
も
を
横

か
ら
あ
や
し
て
く
れ
た
。

公
共
の
場
で
「
だ
だ
」
を

こ
ね
ら
れ
恥
ず
か
し
い
思
い

を
し
て
い
る
と
、「
こ
こ
ま
で

大
き
く
し
て
偉
い
ね
」
と
ほ

め
て
く
れ
た
。

兄
弟
連
れ
で
エ
レ
ベ
ー
タ

に
乗
る
の
に
、
一
人
の
子
の

手
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
み
ん

な
が
経
験
し
た
こ
と
。
少
し

の
心
が
け
、
思
い
や
り
で
、

い
く
ら
で
も
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

地
域
の
ご
近
所
つ
き
合
い

が
色
濃
く
存
在
し
て
い
た
社

会
で
は
、
自
然
体
で
み
ん
な

が
で
き
て
い
た
言
葉
が
け
や

行
為
が
、
い
つ
し
か
で
き
に

く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

子
育
て
が
難
し
い
と
言
わ

れ
る
今
、
地
域
の
ご
近
所
つ

き
合
い
の
大
切
さ
を
改
め
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

本
市
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
の
外
出
を
支
援
す
る
た

め
、
授
乳
、
オ
ム
ツ
替
え
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
た
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
を
市
内
30
か

所
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
か
、
子
育
て
中

の
親
子
の
出
歩
く
姿
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

市
で
は
、「
わ
ず
か
10
秒
で

だ
れ
に
で
も
参
加
で
き
る
子

育
て
」
と
し
て
、
み
な
さ
ん

の
身
近
な
子
育
て
応
援
活
動

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
も
っ
て
い
る
子

育
て
中
の
心
温
ま
る
ア
ル
バ

ム
の
一
コ
マ
に
地
域
み
ん
な

で
、
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

か
た
ち
に
す
る
こ
と
が
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
、

皆
さ
ん
自
身
の
心
の
豊
か
さ

に
つ
な
が
り
ま
す
。

泉
大
津
市
地
域
福
祉
計
画

の
基
本
理
念
は
、「
め
ざ
せ
！

８
万
人
の
大
家
族
」。市
で
は
、

家
族
の
よ
う
な
き
ず
な
で
結

ば
れ
た
地
域
住
民
の
う
ち
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
権
利
と

利
益
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る

ま
ち
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

※
10
秒
子
育
て
〜
「
身
近
な

子
育
て
応
援
」
活
動
（
こ
ど

も
未
来
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kodom

om
i

raizaidan.or.jp/m
idika/i

ndex.htm
l

）
よ
り

子

女性と男性、両方の想いを盛り込めば
女性が社会のいろいろな分野で、指導的地位に占める

割合をご存知ですか。国会議員(衆議院) 10 .9％、(参議
院)18 .2％、大臣5.6％、高等学校教頭以上6.6％、大
学講師以上17 .3％、医師18 .1％、弁護士16 .3％など
となっています。国レベルでは、女性が企業などの役員
会に占める割合は、ノルウェー41％、スウェーデン
27％、フィンランド20％で、日本は1.23%です。ま
た、就業者における女性の割合では、日本は42 .2％と
ノルウェー、スウェーデン、ドイツと比べても大差はな
いのですが、管理的職業従事者の割合となると、極端に
低いのが現状です。日本ではどうして、指導的地位に女
性が占める割合が、こんなにも低いのでしょうか。
こんなデータがあります。「役員会などの女性比率が

高い企業ほど、業績も高い」世の中には男と女がいるの
です。事業を始めるとき、それぞれの目線から見た想い
や、意見、要望などを知ることはとても重要な要件です。
男性には何でもないことが、女性には大きな壁となった
り、またその反対もあり得るのです。　
世界や日本というような大きな枠でなく、あなたが事

業を興すとき、何か決定するときには必ず、男女の参画
を考え意見を聞いてください。きっとその事業はさまざ
まな形で広がりをもち、質の高い業績をあげることが期
待できます。
男性も女性もその個性を尊重し能力を最大限発揮し、

社会に対等に関わることが、だれもが暮らしやすく、優
しい社会となる第一歩になるのです。
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Q A & 

こ ち ら 消費生活相談室
し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
連
絡
先
を
聞
き
出

す
た
め
の
口
実
で
す
！

街
頭
で
呼
び
止
め
て
営
業
所
に
連

れ
て
い
き
契
約
さ
せ
る
商
法
を
「
キ

ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
」、
電
話
な
ど
で

販
売
目
的
を
隠
し
て
呼
び
出
し
契
約

さ
せ
る
商
法
を
「
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
セ
ー
ル
ス
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」

の
訪
問
販
売
の
規
制
を
受
け
、
契
約

書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
販
売
目
的
を
隠
し
て

一
般
の
人
が
出
入
り
し
な
い
場
所
に

誘
い
込
ん
で
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

駅
や
繁
華
街
の
路
上
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
と
称
し
て
呼
び
止
め
、

喫
茶
店
や
営
業
所
に
連
れ
て
行
き
、

契
約
し
な
い
限
り
帰
れ
な
い
雰
囲
気

に
し
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

を
さ
せ
る
。

◇
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

「
景
品
が
当
た
っ
た
」「
旅
行
に

安
く
行
け
る
」「
会
っ
て
話
し
た
い
」

な
ど
と
、
販
売
目
的
を
隠
し
電
話
を

か
け
て
き
て
、
営
業
所
や
喫
茶
店
に

呼
び
出
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契

約
さ
せ
る
。

◇
デ
ー
ト
商
法

携
帯
な
ど
を
通
じ
て
メ
ル
友
や
友

人
を
装
い
、
恋
愛
感
情
を
持
た
せ
た

後
消
費
者
を
呼
び
出
し
、
異
性
間
の

感
情
を
利
用
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
を
さ
せ
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ

て
も
、
消
費
者
が
「
帰
り
た
い
」
と

言
っ
た
の
に
帰
し
て
く
れ
な
か
っ
た

（
退
去
妨
害
）、
重
要
事
項
に
つ
い
て

事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ

（
不
実
告
知
）
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
な
ど
と
い
っ
た
場
合
、
取
り
消
し

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
う
い
っ

た
禁
止
行
為
が
あ
っ
た
と
い
う
証
明

は
、
消
費
者
が
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。

―
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
―

①
安
易
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
じ
な

い
、
連
絡
先
を
教
え
な
い

②
知
ら
な
い
人
か
ら
の
呼
び
出
し
に

応
じ
な
い

③
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
！

※
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
こ
と

は
、
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
月

〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12

安
易
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
じ
ず
、

連
絡
先
を
教
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
。

街で女性に声をかけられアンケートに答え、アンケートの最後に連絡先を
聞かれた。後日、女性から電話があり会うことになり、待ち合わせしたと
ころ、店舗に連れて行かれ「結婚には宝石が必要、今から用意が必要」な
どと宝石の購入を勧められ、仕方なく契約してしまったが解約したい。

若者を狙ったキャッチセールスにご用心！

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

「おおつっこ」写真募集
このコーナーでは、小学校入学前のお子さん
の写真を募集しています。お子さんの写真と
住所・名前 (ふりがな )・生年月日・電話番号・
保護者のひとことを添え、郵送（〒595̶8
686）またはＥメール（kouhou@city.izum
iotsu.osaka.jp）で秘書広報課まで。

元気でーす！ 

おおつっこ
田
中
姫
愛
ち
ゃ
ん

た
な
か

ひ
め
な

我が家のアイドル(☆o☆)
双子のお兄チャンにも囲まれ

て毎日楽しくにぎやかデス♪
皆で大切に育てて行きたいと

思います☆ （式内町）

平
成
22
年
８
月
13
日
生

宇
多
津
歩
尊
ち
ゃ
ん

ほ
だ
か

いつまでも仲良く、すくすく育
て！（父・母より）

（下条町）

平
成
22
年
７
月
27
日
生

宇
多
津
晴
匡
ち
ゃ
ん

は
る
ま
さ

う

た

つ

う

た

つ

平
成
19
年
５
月
８
日
生

○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
○
番

株
式
会
社
○
○
○
○

代
表
者
　
様

住
所

契
約
者
氏
名

契
約
解
除
通
知
書

契
約
年
月
日
　
平
成
○
○
年
○
月
○
日
　

商
品
名
　
　
　
○
○
○
○
○

契
約
金
額
　
　
○
○
○
○
円

販
売
会
社
名
　
株
式
会
社
○
○
○

右
記
日
付
の
契
約
を
解
除
い
た
し
ま
す
。

平
成
○
○
年
○
月
○
日

住
所
　
大
阪
府
泉
大
津
市
○
○
○
○
○

氏
名
　
○
○
○
○
○

ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
の
通
知
の
方
法

は
が
き
で
の
記
載
例

※

証
拠
と
し
て
は
が
き
の
両
面
の
コ
ピ
ー

を
取
り
、
郵
便
局
の
窓
口
か
ら
特
定
記
録

郵
便
な
ど
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は
、
信
販
会

社
と
販
売
会
社
に
は
が
き
を
出
し
ま
す
。）
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Mayor's
Work

4・5月の主な動き

市長の
う ご き

●4月30日㈯
奈良県大和郡山市で開催される
「第17回全国金魚すくい選手権大
会」の「泉州予選大会リハーサル」
に参加しました。選手としてもエ
ントリーし市民の皆さんといっし
ょに「金魚すくい」に参加しまし
た。結果は惜しくも準決勝敗退で
したが、楽しいひとときを過ごし
ました。また競技終了後、小・中
学生部門の上位入賞者と記念撮影
しました。

●5月6日㈮
憲法週間にちなみ市内3か所で行
われた人権街頭啓発活動に参加し
ました。泉大津駅では人権擁護委
員、人権啓発推進協議会の役員の
皆さんといっしょに、通勤・通学
する市民の皆さんに傷テープを配
布し人権の大切さを訴えました。

●6日㈪
市町村広域災害ネットワーク首長
会議（東京）
●7日㈫～8日㈬
全国市長会（東京）
●20日㈪～30日㈭
市議会第2回定例会 （市役所５階）
●25日㈯
市立病院地域医療懇話会（レイク
アルスターアルザ泉大津）

◆土器づくり（毎月実施）
日時／6月25日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着8人　参加費／
300g300円～　申込／6月14日㈫午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／6月25日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着4人（中学生以
上）　参加費／1人30gまで500円、それ以上は一律600円　申込／6月14日㈫午前10
時から電話予約
◆押し花を作ろう（申し込みは締め切りました）
日時／6月4日㈯　午後1時30分～　定員／先着20人（中学生以上）　参加費／1人500
円　講師／水嶋光子氏　内容／史跡公園に咲いている草花をつかって押し花を作り、オリ
ジナル作品に仕上げます
◆稲作体験講座（申し込みは締め切りました）
①こだい米クラブ ①日時／6月11日㈯　午前10時～　顔合わせ　②日時／6月19日㈰
午前10時～　田植え
②弥生村の米づくり ①日時／6月19日㈰　午後1時～　田植え
なお、詳細は弥生学習館へ。

◆ふるさとの古文書解読講座
日時／6月10日㈮　午後1時30分～３時（午後１時から受け付け）　場所／テクスピア大
阪３階研修室　受講料／100円　講師／山口恭子(泉大津市史料室)　申込／新規申込者は
電話にて織編館か生涯学習課へ
◆ふるさとの文化財講座「明治時代の泉大津」
日時／6月24日㈮　午後2時～3時（午後１時から受け付け） 場所／テクスピア大阪３階
研修室　受講料／無料　講師／村田文幸（市教委）　申込／不要
織編館ギャラリーの催し
◆「泉大津市がんばろう基金プレゼンテーション」
期間／6月4日㈯　内容／活動支援補助金応募者による公開プレゼンテーション
◆「コスモス合同展」
期間／6月16日㈭～19日㈰　内容／絵画・彫刻ほか　約40点
なお、詳細は織編館へ

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

6 月の主な予定
※(　) 内は場所
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土器づくり

押し花を作ろう

泉大津市がんばろう基金プレゼンテーション

こだい米クラブ顔合わせ

ふるさとの古文書講座

ガラス玉づくり田植え

コスモス展

コスモス展
ふるさとの文化財講座「明治時代の泉大津」




